
年度　授業計画（シラバス）

30 (1)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《履修に当たっての留意点》

第
5
回

社会保障の方法と財源構成（テキスト第2章）
各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

年金制度の基本的構造を理解できるよう理解する。

各コマに
おける

授業予定

年金保険制度の現状と課題～現行制度の仕組みと体系～（テキスト第
3章）・小テスト

（復習）年金保険制度の構造

2025

専門基礎分野 授業の方法 講義

指定テキスト （復習）社会保障の形成

社会保障と臨床の関係性（テキスト序章）

授業の
方法

授業以外での準備学習
の具体的な内容

（復習）社会保障の概念

教科書：一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟・編『社会保障』中央法規出版（2021年）
副教材：必要に応じて随時配布

この科目では、現代社会における社会保障制度の意義と制度のあらましについて講義する。社会保障制度は、高度に発展した社会において自
律的な生活を営むことが困難な者、医療的なケアを常に必要とする者、失業などで生活保障が必要な者などを対象に、国家の責任において救済
を実現することを意図している。そこで、個別的な内容は以下に紹介するとして、歴史的、政治的、文化的アプローチを通じて、ただテキストの文
言だけを追うのではなく、立体的に理解できるよう、講義していくことにしたい。

7021年生

出嶋陽介

科  目  名

教室名

授業時数(単位数)必修

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

授業を
通じての
到達目標

社会保障の給付形態と財源手段を理解する。

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

言語聴覚士としての業務に、社会保障制度の知識は関係ないと思われるかもしれないが、事務作業や患者に助言をする際に、知識として備えておくと業務がスムーズに進むこともある。
学ぶことに耳を閉ざす人は、自らの能力を否定するに過ぎない。他方、多面的な知識を備える人は多様な思考をすることができ、自らの可能性を無限大することができる。学ぶスタンス
次第で、2年間が充実するかどうかが決まってくるので、積極的に学ぶことを忘れないようにしてほしい。

担 当 教 員

内　　　容

日常生活上のリスクを補てんする社会保障の位置づけを理解する。
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

各回の復習をして、不明な点を確認すること。質問は講義前後、講義中に受け付ける。

定期試験60％および確認テスト40％（20％×2回分）

（復習）社会保障の財源および第
4回目までの小テスト対策

（復習）社会保障の理念

実務経験と
その関連資格

国立大学大学院博士後期課程を単位取得満期退学後、大学講師として法律系科目を中心に担当する。また、その他
大阪滋慶学園、神戸滋慶学園においても教鞭をとっている。また、岸和田市内にある高齢者施設にて、生活相談員
（社会福祉主事任用資格者）としても勤務している。日本成年後見法学会会員、世界法学会会員、日本安全保障貿易
学会会員、日本国際経済法学会会員。

言語聴覚士学科

社会保障制度

科　目　区　分

使用教材

指定テキスト

授業を
通じての
到達目標

社会保障の概念が形成されてきた背景を理解する。

各コマに
おける

授業予定
社会保障とは何か～概念、理念～（テキスト第1章）

授業を
通じての
到達目標

社会保障の歴史的展開を理解する。

各コマに
おける

授業予定

社会保障とは何か～欧米における形成、日本における形成～（テキス
ト第1章）

指定テキスト

指定テキスト

指定テキスト



授業の
方法 内　　　容

授業を
通じての
到達目標

各年金保険の給付内容を理解する。

労働者の生活保障を実現する労働保険制度について理解する。

各コマに
おける

授業予定

労働保険制度の現状と課題～雇用保険・労災保険の概要～（テキスト
第6章）・小テスト

（復習）労働保険の給付内容

指定テキスト

授業を
通じての
到達目標

生活保護制度の特徴と給付の内容を理解する。

（復習）生活保護制度の概要
各コマに
おける

授業予定

社会扶助の現状と課題～社会扶助の概念・公的扶助の現状と課題～
（テキスト第7章）

（復習）社会保障の課題

指定テキスト （復習）社会手当の内容

指定テキスト
（復習）人口の変化に伴う社会保
障制度への影響

各コマに
おける

授業予定

介護保険制度の現状と課題～制度創設・理念・制度概要～（テキスト
第5章）

第
8
回

第
9
回

授業を
通じての
到達目標

児童扶養手当と児童手当の内容を理解する。
第
12
回

第
13
回

第
14
回

現代社会における社会保障の現状と課題～少子高齢化・就業構造～
（テキスト第10章）

社会保障の給付と負担の課題を理解する。

指定テキスト （復習）健康保険の構造

（復習）介護保険の制度趣旨およ
び第9回までの小テスト対策

授業を
通じての
到達目標

高齢者医療制度と公費負担医療制度など健康保険以外の医療保険
制度を理解する。

各コマに
おける

授業予定

医療保険制度の現状と課題～高齢者医療制度・医療供給体制・公衆
衛生（テキスト第4章）

授業を
通じての
到達目標

介護保険制度の歴史と制度内容について理解する。

授業以外での準備学習
の具体的な内容

医療保険制度の現状と課題～医療保険制度の仕組みと概要～（テキ
スト第4章）

（復習）各年金保険の基本構造

指定テキスト
（復習）健康保険以外の医療保険
の給付内容

使用教材

指定テキスト

少子高齢化社会や就業構造の変化に伴う社会保障の影響を理解す
る。

（復習）社会保障の国際比較

各コマに
おける

授業予定

現代社会における社会保障の現状と課題～給付と負担の現状と課題
～（テキスト第10章）

各コマに
おける

授業予定

年金保険制度の現状と課題～国民年金・厚生年金保険・共済年金・諸
問題（テキスト第3章）

指定テキスト

授業を
通じての
到達目標

第
15
回

指定テキスト

第
6
回

第
7
回

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

授業を
通じての
到達目標

医療保険制度の仕組みと概要を理解する。

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

社会保障制度の国際比較を理解する。

各コマに
おける

授業予定
諸外国の社会保障制度（テキスト第11章）

各コマに
おける

授業予定
社会扶助の現状と課題～社会手当～（テキスト第7章）

授業を
通じての
到達目標

第
10
回

第
11
回

指定テキスト

指定テキスト


